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2市議会だよりかいなん 83号

決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

答 

津
波
に
お
け
る
水
門
閉
鎖
の
運
用

に
つ
い
て
、
県
及
び
沿
岸
の
市
町
、

ま
た
施
設
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
海
南
市
内
で

は
、
市
の
施
設
及
び
市
が
管
理
す
る
施

設
は
海
に
近
い
河
口
部
の
低
地
に
あ
り
、

排
水
の
吐
出
口
が
河
川
の
低
い
位
置
に

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
注
意
報
で
閉
鎖
す

る
が
、
県
、
国
の
施
設
は
警
報
で
閉
鎖

す
る
と
い
う
よ
う
に
運
用
が
異
な
っ
て

い
る
。

8月
臨時会

令
和
７
年
海
南
市
議
会
８
月
臨
時
会
が
８
月
19
日
か
ら
８
月
21
日

の
３
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
に
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
議
案
１

件
が
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問：体育館が、２階建てから平屋建てと
なったことで無くなった設備や部屋
は十分確保されているのか。

答：ピロティ構造の階下にあった倉庫や
トイレ及び更衣室は、体育館のア
リーナ周囲に設置しており、必要な
施設は確保できている。

問：新中学校の教室数は、年間の出生
数が 30 人を切るような中で、下
津町地域の小学校の今後のことを
踏まえたものか。また、活用につ
いてどのように考えているか。

答：今後、少子化が進み、子供の数が
予想以上に減っていった場合には、
新しい中学校の校舎に入れるよう、
改変等を実施しやすい設計としてい
る。

問：分離発注は検討されたのか。

答：市内業者の受注機会を確保する観
点から、分離発注できるものは分
離発注を検討しているが、予定価
格で15億円を超えるものは基本
的に一括発注としている。分離発
注は経費等の割合が相対的に大き
く、一括発注の方が費用を抑えら
れる傾向にあることから、一括発注
とした。

問：校内教育支援センターとは、どのよ
うな役割か

答：自分のクラスに入りづらい生徒の学
校内の居場所を確保して、不登校
を未然に防止するとともに、不登校
生徒の登校復帰を支援する教室と
なっている。

こんな質疑がありました

（仮称）下津中学校校舎等建設工事の請負契約
議案第４３号　工事請負契約の締結

８月臨時会

議案番号 議　　案 結果

議案第 43号 工事請負契約の締結 ◎

議案の審議結果 ◎…全会一致で可決 討
論

落札額は高いようにも思うが、
子どもたちが通う場所でもあり、

災害の際には避難所としての使用も想定され
ており、頑丈な建築が期待される。また、加茂
川の河原であり、地中の構造も複雑であるこ
とが予想される。そういうことを加味しての金
額と考え、賛成する。	 （溝口　恵敬）

賛成

新中学校完成イメージ図
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決
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審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
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津
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警
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受
け
て

臨
時
会

令
和
７
年

９
月
定
例
会
総
務
委
員
会

［
９
月
17
日
開
催
］

問 

津
波
避
難
場
所
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
今
後
の
改
善
余
地
等
も
含
め

て
問
う
。

答 

避
難
場
所
は
、
災
害
が
発
生
あ
る

い
は
予
想
さ
れ
る
と
き
に
命
を
守

る
場
所
で
あ
り
、
現
状
で
は
、
例
え
ば

避
難
場
所
の
状
況
を
把
握
す
る
に
際
し

答 

津
波
に
お
け
る
水
門
閉
鎖
の
運
用

に
つ
い
て
、
県
及
び
沿
岸
の
市
町
、

ま
た
施
設
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
海
南
市
内
で

は
、
市
の
施
設
及
び
市
が
管
理
す
る
施

設
は
海
に
近
い
河
口
部
の
低
地
に
あ
り
、

排
水
の
吐
出
口
が
河
川
の
低
い
位
置
に

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
注
意
報
で
閉
鎖
す

る
が
、
県
、
国
の
施
設
は
警
報
で
閉
鎖

す
る
と
い
う
よ
う
に
運
用
が
異
な
っ
て

い
る
。

防
災・減
災・災
害

復
旧
特
別
委
員
会

［
８
月
28
日
開
催
］

問 

車
で
の
避
難
及
び
交
通
渋
滞
に
つ

い
て
、
今
後
の
対
策
は
ど
う
し
て

い
く
の
か
。

答 
徒
歩
で
避
難
で
き
る
方
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
で
避
難
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
、
周
知
徹
底
し
て
い
く
が
、

体
調
面
な
ど
か
ら
、
徒
歩
で
避
難
で
き

な
い
場
合
や
要
支
援
者
の
支
援
な
ど
自

動
車
で
避
難
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
場

合
も
考
え
ら
れ
る
。
自
動
車
で
の
避
難

の
課
題
は
多
い
が
、
研
究
、
検
討
し
、

今
後
、
他
の
自
治
体
の
動
き
も
注
視
し

て
い
き
た
い
。

問 
避
難
の
際
の
非
常
持
出
袋
の
携
行

が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

ど
の
よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

答 

市
民
の
皆
様
に
は
、
避
難
時
に
は

非
常
持
出
袋
等
に
よ
り
、
必
要
な

物
品
や
水
・
食
料
等
を
持
ち
出
し
て
い

た
だ
く
な
ど
、
ご
自
身
に
お
い
て
確
保

に
努
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
層
の

呼
び
か
け
等
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問 

水
門
の
閉
鎖
に
つ
い
て
、
行
政
間

で
運
用
が
異
な
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

津波警報発令を受けて

閉鎖された水門（写真は琴の浦の水門）

て
、
具
体
的
な
手
順
や
方
法

が
確
立
で
き
て
お
ら
ず
、
何

ら
か
の
対
応
策
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
避
難
場
所
や
緊

急
避
難
ビ
ル
は
134
カ
所
あ

り
、
全
て
の
高
台
避
難
場
所

へ
の
備
蓄
配
備
や
物
資
輸
送

は
、
解
決
が
困
難
な
課
題
で

も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
で
き

る
限
り
、
避
難
の
際
は
非
常

持
ち
出
し
品
を
携
行
す
る
こ

と
、
ま
た
、
避
難
場
所
や
季

節
、
天
候
に
応
じ
た
対
策
等
、

備
え
の
見
直
し
な
ど
を
呼
び

か
け
て
お
り
、
1
人
で
も
多

く
の
方
が
実
践
さ
れ
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
き
た
い
。

令和7年7月30日にカムチャツカ半島付近で地震が発生したことにより、
本市にも津波警報が発令され、多くの方が避難されました。

これを受け、海南市議会では防災・減災・災害復旧特別委員会を開催するとともに、
令和7年9月定例会においても、関連する質疑がありました。
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事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て
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時
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定例会

令
和
７
年
海
南
市
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
４
日
か
ら
９
月
26
日
の
23
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
令
和
６
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
や
補
正
予
算
、

ま
た
議
員
提
出
議
案
（
発
議
）
が
１
件
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令和6年度決算
一般会計は歳入・歳出とも減少

一
般
会
計

土木費
23億8904万円

9.0%商工費
3億3,142万円

1.2%

消防費
15億8,342万円

6.0%

農林水産業費
4億4534万円
1.7%

教育費
30億5,602万円

11.5%

衛生費
25億8626万円

9.7%

公債費
31億8,327万円

12.0%
災害復旧費
3億9,710万円

1.5%

民生費
91億7,159万円

34.6%

総務費
31億6,526万円

11.9%

定額減税補足給付金給付事業の増加などの一方、市民防災公園整
備事業や雨水公共下水道整備事業の減額などにより、0.7％の減
少となりました。

歳出
0.7％減

ふるさと海南応援寄附金や地方特例交付金などが増加しましたが、
市税や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の減少
などがあり、0.5％の減少となりました。

歳入
0.5％減

歳入合計│277億6,894万円

歳出合計│265億3,467万円

市税
67億2,974万円

24.2%

繰越金
6億3164万円
2.3%

寄附金
12億5,730万円

4.5%

【自主財源】
96億9,255万円

34.9％【依存財源】
180億7,640万円

65.1％

地方交付税
72億4,456万円

26.1%

国庫支出金
44億7,328万円

16.1%

その他（依存財源）
6億6,993万円

2.4%

県支出金
16億3,731万円

5.9%

地方消費税交付金
12億5,452万円

4.5%

市債
27億9,680万円

10.1%

その他（自主財源）
10億7,387万円

3.9%

議会費
2億2,597万円

0.9%
【その他の内訳（依存財源）】
地方特例交付金.........................2億3,622万円
地方譲与税.................................1億3,758万円
株式等譲渡所得割交付金................ 9,788万円
法人事業税交付金............................ 8,916万円
配当割交付金................................... 8,317万円
環境性能割交付金............................ 1,671万円
利子割交付金.......................................354万円
交通安全対策特別交付金....................344万円
ゴルフ場利用税交付金..........................224万円

【その他の内訳（自主財源）】
使用料及び手数料......................2億8,609万円
財産収入........................................... 8,466万円
分担金及び負担金............................ 8,380万円
繰入金............................................... 6,441万円
諸収入.........................................5億5,492万円
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一
般
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管
事
務
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津
波
警
報
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受
け
て

臨
時
会

企業会計の
収支について

●収益的収入・支出
事業の収益や一般会
計繰入金等の収入と
給与費や経費等の支
出。一般的に黒字、赤
字といわれるのは、こ
の収支による。

●資本的収入・支出
企業債や一般会計出
資金等の収入と建設
改良費や企業債償還
金等の支出による経
営活動外の収支。

特別会計の決算額
会計名 歳  入 歳  出 差 引

国 民 健 康 保 険 特別.
会計 58億4,801万円 57億2,881万円 1億1,921万円

後 期 高 齢 者 医 療 特別.
会計 19億3,476万円 19億2,901万円 576万円

介 護 保 険 特別.
会計 67億7,277万円 66億3,514万円 1億3,763万円

赤坂地区排水処理事業 特別.
会計 1,619万円 1,584万円 35万円

つつじケ丘地区排水処理事業 特別.
会計 1,740万円 1,451万円 289万円

港 湾 施 設 事 業 特別.
会計 1,380万円 395万円 985万円

企業会計の決算額
会計名 収 入 支 出 差 引

水 道 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
12億1,084万円 10億45万円 2億1,039万円
資本的収入 資本的支出
11億7,402万円 16億2,585万円 △4億5,182万円

病 院 事 業 会計

収益的収入 収益的支出
39億9,425万円 42億2,021万円 △2億2,597万円
資本的収入 資本的支出

2億2,685万円 3億8,137万円 △1億5,452万円

一般会計

市税 市民税、固定資産税など 14万6千円

寄附金 ふるさと納税や一般からの寄
付など 2万7千円

繰越金 前年度から持ち越されたお金 1万4千円

地方交付税 自治体間の収入格差是正の
ため国から交付されるお金 15万7千円

国庫支出金 使途を限定し国から交付され
るお金 9万7千円

市債 財務省・銀行等からの長期借
入金 6万1千円

県支出金 使途を限定し県から交付され
るお金 3万5千円

地方消費税交付金 地方消費税の市へ交付される
お金 2万7千円

その他 繰越金、手数料、地方譲与税
など 3万8千円

議会費 議員の報酬や市議会の運営
など 5千円

総務費 企画や財務、徴税など 6万9千円

民生費 障害者や高齢者の福祉など 19万9千円

衛生費 感染症予防やごみ処理など 5万6千円

農林水産業費 農林水産業の振興費 1万円

商工費 商工業の振興費 7千円

土木費 道路・河川、市営住宅など 5万2千円

消防費 消火・救急、火災予防など 3万4千円

教育費 学校、生涯学習、文化など 6万6千円

災害復旧費 被災箇所の復旧費 9千円

公債費 市債の償還元金や利子など 6万9千円

市民１人当たりの状況は？
入ったお金　60万1千円（Ａ） 使ったお金　57万4千円（Ｂ）

貯金と借金はいくら？
貯金（基金）残高　9万2千円（総額 42億6,062万円）
借金（市債）残高　71万3千円（総額 329億3,875万円）

次年度に使うため繰り越すお金
2千円（総額 1億84万円）（Ｃ）
実質収支額 2万5千円（総額 11億3,342万円）（Ａ－Ｂ－Ｃ）
【令和7年３月末人口 4万6,191人で算出】

※決算額は端数処理をしていますので、各項目の金額を合計または差引した額と、合計額や差引額などは一致しません。
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一
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答 

制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
と
の
回
答

も
約
３
割
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
へ
の
周
知
、
ま
た
今
年
度
よ
り

電
子
申
請
の
受
付
を
開
始
し
て
い
る
の

で
、
利
用
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

下
津
斎
場
運
営
事
業

問 

令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
支
出

内
容
と
そ
の
金
額
お
よ
び
火
葬
件

数
は
。

答 

令
和
６
年
度
の
下
津
斎
場
運
営
事

業
の
決
算
額
は
約
１
，
９
７
９
万

円
で
あ
り
火
葬
件
数
は
人
が
200
件
、
動

物
が
263
件
で
あ
る
。

問 

下
津
斎
場
の
維
持
は
旧
下
津
町
民

を
含
む
海
南
市
民
全
体
の
経
済
的

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
第
４
次
総
合
計

画
の
理
念
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
反
す
る
と
考
え
る
。
廃

止
の
方
向
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
事
業

と
同
様
に
、
常
に
存
廃
を
含
め
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

平
成
15
年
3
月
に
竣
工
し
て
お
り
、
建

物
の
耐
用
年
数
が
50
年
、
火
葬
炉
の
耐

用
年
数
は
15
年
程
度
と
さ
れ
て
い
る
こ

ふ
る
さ
と
海
南
応
援
寄
附
金
事
業

問 
本
事
業
が
本
市
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

答 

返
礼
品
の
上
位
に
本
市
の
特
産
品

で
あ
る
、
み
か
ん
な
ど
の
か
ん
き

つ
類
、
家
庭
用
品
、
日
本
酒
、
漆
器
等

が
あ
り
、
県
内
外
の
方
々
に
対
し
て
、

市
の
特
産
品
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
６
年
度

の
寄
付
者
の
約
４
割
の
方
が
、
以
前
に

も
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
リ
ピ
ー
タ

ー
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
経
済
に
与
え

る
効
果
も
一
定
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問 

こ
の
事
業
の
費
用
対
効
果
は
。

答 

令
和
６
年
度
の
寄
付
額
の
49
・

５
％
が
経
費
と
な
っ
て
い
る

が
、
市
の
実
質
的
な
収
入
は
約
５
億
１
，

５
０
０
万
円
と
な
り
、
自
主
財
源
の
確

保
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業

問 
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
状
況
、

ま
た
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し
た

点
は
。

答 
申
請
者
に
対
し
て
100
円
券
を
80

枚
交
付
し
て
お
り
、
350
人
に
対

し
、
２
８
，
０
０
０
枚
の
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
て
い
る
。
利
用
枚
数
は
１
４
，

３
４
６
枚
と
な
っ
て
お
り
、
全
て
の
チ

ケ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
た
方
は
105
人
。
申

請
は
し
た
が
、
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
な

か
っ
た
方
は
123
人
と
な
っ
て
い
る
。
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
点
に
つ
い
て

は
、
以
前
は
、
12
枚
綴
り
の
チ
ケ
ッ
ト

を
交
付
し
、
初
乗
り
料
金
の
支
援
を
し

て
い
た
が
、
令
和
４
年
度
か
ら
100
円
券

80
枚
を
交
付
し
、
タ
ク
シ
ー
料
金
に
合

わ
せ
て
使
用
で
き
る
よ
う
な
手
続
き
に

変
更
し
た
。

問 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
か
ら
、

本
事
業
を
続
け
る
と
す
る
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
る
か
。

と
か
ら
、
当
面
は
現
行
の
通
り
活
用
し

つ
つ
、
人
口
の
推
移
や
施
設
の
状
況
を

か
ん
が
み
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

農
林
水
産
業
費

問 

塩
津
漁
港
の
船
揚
場
の
使
用
実
績

及
び
今
後
の
活
用
計
画
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

毎
年
、
年
間
４
隻
程
度
の
船
を
陸

上
に
揚
げ
、
修
繕
や
清
掃
等
の
作

業
に
使
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
漁
で
採
っ
た
ひ
じ
き
や
漁
で
使

用
し
た
漁
具
を
乾
か
す
た
め
に
干
し
た

り
、
牡
蠣
養
殖
に
使
用
す
る
筏
の
修
繕

作
業
に
も
使
用
し
て
い
る
。
な
お
、
今

後
の
船
揚
場
の
活
用
計
画
に
つ
い
て
は
、

漁
協
の
使
用
状
況
等
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
本
市
の
漁
業
振
興
に
繋
が
る
よ
う
、

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

問 

有
効
活
用
に
繋
げ
る
た
め
の
方
法

を
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

漁
業
関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
こ
の
船
揚
場
の
漁
業
振
興
に

繋
が
る
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

歳
入
歳
出
に
お
け
る
主
な
質
疑
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討
論

決
算
に
か
か
る

決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

有
害
鳥
獣
対
策
事
業

問 
猟
友
会
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
と
思
う
が
、
平
均
年
齢
は
。

ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

答 
会
員
の
平
均
年
齢
は
65
歳
、
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
が
、
若
年
層
や
女
性
等
の
新
た
な
狩

猟
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
狩
猟

の
魅
力
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
年
開
催
す
る
と

と
も
に
、
狩
猟
免
許
取
得
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

問 

ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
海

南
駅
前
の
営
業
開
始
を
受
け
物
産

観
光
セ
ン
タ
ー
の
集
客
の
た
め
、
営
業

時
間
を
延
長
で
き
な
い
か
。

答 

海
南
駅
利
用
者
や
周
辺
ホ
テ
ル
宿

泊
者
に
も
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
観

光
協
会
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。
ま
た
、
開
館
時
間
の
延
長
に
つ
い

て
は
、
人
件
費
の
問
題
や
、
職
員
の
シ

フ
ト
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
イ
ベ
ン

ト
実
施
時
期
な
ど
臨
時
的
に
対
応
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

教
育
相
談
等
事
業

問 

本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
と
不

登
校
の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
令
和
６

年
度
末
で
小
学
校
が
41
名
、
中
学

校
が
54
名
で
あ
る
。
不
登
校
の
要
因
は
、

友
達
と
の
関
係
、
勉
強
の
こ
と
が
少
し

苦
に
な
っ
て
い
る
な
ど
様
々
で
あ
る
。

問 
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
年
々
増
加

し
て
い
る
と
思
う
が
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
支
援
員
の
配
置
の
拡
充
や

支
援
体
制
の
強
化
は
、
今
後
検
討
し
て

い
る
の
か
。

答 
令
和
９
年
４
月
に
、
南
野
上
小
学

校
の
跡
地
の
一
部
を
新
し
い
教
育

セ
ン
タ
ー
の
拠
点
と
し
て
、
現
状
の
日

方
と
南
野
上
小
学
校
跡
地
の
２
つ
の
拠

点
で
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所
づ

く
り
を
行
い
、
学
校
復
帰
に
向
け
て
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
と
し

て
い
る
。

○議案第53号
　令和6年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定

自衛官募集で市民の個人情報を本人の了解なく提供し、また、マイナンバー

カードで個人を統制しようとするなどの問題を抱えている。	 （溝口  恵敬）

総合計画の策定について、本市の委託料は平均よりも負担を軽減して作成さ

れていることからも賛成する。	 （東方  貴子）

○議案第54号
　令和6年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

令和6年度の国保税は、全ての人が引き上げとなったが、国保の被保険者は

多くが低所得者であり、保険税の支払いに苦しんでおられる。	 （岡  義明）

○議案第55号
　令和6年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

高齢者に負担がかからないよう、国でも負担することが大事であるが、2年ごと

に保険料が高くなってしまっている。	 （岡  義明）

○議案第56号
　令和6年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

大きくは国の課題であるが、保険料の引き上げが続いており、市民が苦しんで

いる。	 （岡  義明）

反対

反対

反対

反対

賛成
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

問 

安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
将

来
像
を
掲
げ
て
い
る
の
か
。

答 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
、

健
康
審
査
や
産
後
ケ
ア
な
ど
の
各

種
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
に
お
い
て
も
母
親
が
安
心
し

て
妊
娠
出
産
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
子

育
て
世
代
を
取
り
巻
く
状
況
や
課
題
を

踏
ま
え
各
施
策
に
取
り
組
む
。
将
来
像

と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
乳
幼
児

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
育
児
支
援
や
保

健
事
業
を
通
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

問 

病
後
児
保
育
は
、
す
で
に
本
市
で

行
わ
れ
て
い
る
が
、
病
児
保
育
は

未
整
備
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
形
態
で
実
施
す
る
予
定
か
。

答 

病
児
保
育
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
医
療
機

関
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
専
任
の

看
護
師
と
保
育
士
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
赤
字
経
営
に
な
る
施

設
が
多
い
た
め
、
医
療
機
関
で
の
病
児

保
育
の
実
施
を
見
送
っ
て
き
た
が
、
病

後
児
保
育
の
実
施
場
所
で
、
病
児
保
育

を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
課
題
を
検

１　まちづくりイベント事業について
本制度をさらに活用してもらえるよう周知に努めるとともに、採択したイベントに多くの方が参加し

てもらえるような工夫をされたい。

２　備蓄物資整備事業について
備蓄物資については、技術の進歩とともに高度化が進む製品も見られることから、今後の整備

を進めるうえで、調査・検討されたい。

３　地域公共交通協議会事業について
デマンドタクシーを含め、地域公共交通の拡充に期待する地域の意見について、改めて調査・
検討されたい。 

４　有害鳥獣対策事業について
有害鳥獣の駆除がより効率的に行えるよう、猟友会による捕獲活動等の支援に一層取り組む

とともに、防護柵設置の支援を継続し、被害の低減に努められたい。

５　物産観光センター運営事業について
海南駅前に新しくホテルがオープンし、観光客の一層の往来も見込まれる中で、さらに集客力

を高めるため、開館時間を含め、より利用してもらえるような取組について検討されたい。

６　市営住宅等管理事業について
将来的な人口推計を見据え、市営住宅の今後のあり方について検討するとともに、管理や整
備を計画的に進められたい。

７　校舎等長寿命化事業（小・中学校）、校舎等補修事業（小・中学校）及び
園舎等補修事業について
各事業において関連した補修箇所がないか、学校・園への聞き取りを積極的に行い、事業費

の有効な活用に努められたい。

８　室内温水プール運営事業について
今後、修繕・更新に多額の費用が見込まれることから、適切な事業費の算出と計画的な財源

の確保により、持続性のある運営に努められたい。

決算審査の中で出された意見や要望について、予算決算委員会で下記の意見書を取りまとめました。
意見書は新年度予算に反映することを求め、９月26日に議長から市長に提出しました。
（左から塩﨑副市長、神出市長、宮本議長、森下副議長、栗本予算決算委員会委員長、岡予算決算委員会副委員長）

決算審査に係る意見書を市長に提出
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会 こ

れ
ま
で
、
本
市
で
は
、「
元
気 

ふ

れ
あ
い 

安
心
の
ま
ち 

海
南
」
を
理
想

の
ま
ち
の
姿
に
、
平
成
18
年
度
に
第
１

次
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本

計
画
を
策
定
後
、
平
成
23
年
度
に
は
第

１
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
、
平
成

29
年
度
に
第
２
次
総
合
計
画
、
そ
し
て

令
和
３
年
度
に
第
３
次
総
合
計
画
を
策

定
し
、
市
民
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
く
、

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

こ
の
間
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
に

伴
う
人
口
減
少
、
公
共
施
設
及
び
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、
災
害
リ
ス
ク
の

高
ま
り
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問

題
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
感
染
症

対
策
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
様
々
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
が
進
む
中
で
人
々
の
働
き
方
や
暮

討
中
で
あ
る
。

問 

合
計
特
殊
出
生
率
を
１
・
30
へ
上

げ
る
と
い
う
目
標
が
組
ま
れ
て
い

る
が
、
目
標
を
達
成
す
る
見
込
み
と
、

具
体
的
な
施
策
は
。

答 

本
市
の
1
世
帯
当
た
り
の
子
供
の

数
は
、
10
年
前
に
比
べ
、
子
供
が

1
人
の
世
帯
の
割
合
は
増
加
し
、
子
供

が
2
人
の
世
帯
の
割
合
は
減
少
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
第
二
子
以
降
の

保
育
料
を
無
償
化
す
る
な
ど
、
経
済
的

支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
2
人
目
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
、
合
計

特
殊
出
生
率
を
引
き
上
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。
目
標
値
の
１
・
30
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
数
値
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
が
、
近
年
で
は
令
和
3
年
に

１
・
25
と
な
っ
て
お
り
、
上
が
る
見
込

み
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

安
心
し
て
産
み
育
て
る
環
境
づ
く

り
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
将

来
像
を
掲
げ
て
い
る
の
か
。

答 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
、

健
康
審
査
や
産
後
ケ
ア
な
ど
の
各

種
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
に
お
い
て
も
母
親
が
安
心
し

て
妊
娠
出
産
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
子

育
て
世
代
を
取
り
巻
く
状
況
や
課
題
を

踏
ま
え
各
施
策
に
取
り
組
む
。
将
来
像

と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
乳
幼
児

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
育
児
支
援
や
保

健
事
業
を
通
し
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

問 

病
後
児
保
育
は
、
す
で
に
本
市
で

行
わ
れ
て
い
る
が
、
病
児
保
育
は

未
整
備
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
な
形
態
で
実
施
す
る
予
定
か
。

答 
病
児
保
育
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
医
療
機

関
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
専
任
の

看
護
師
と
保
育
士
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
赤
字
経
営
に
な
る
施

設
が
多
い
た
め
、
医
療
機
関
で
の
病
児

保
育
の
実
施
を
見
送
っ
て
き
た
が
、
病

後
児
保
育
の
実
施
場
所
で
、
病
児
保
育

を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
課
題
を
検

ら
し
方
も
変
化
し
、
ま
た
、
価
値
観
や

意
識
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
視
点
に

立
ち
、
ま
ち
の
理
想
の
姿
を
見
据
え
な

が
ら
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市
の
具
体
的
な
取
組
を
示

し
た
「
第
４
次
海
南
市
総
合
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

Ｐ
２
「
計
画
策
定
の
目
的
」
よ
り

  

政 

策 

目 
標

1 

子
ど
も
が
の
び
の
び
と
育
ち
、

　

 

地
域
の
活
力
が
あ
る
ま
ち

2 

快
適
で
こ
こ
ろ
豊
か
に

　

 

暮
ら
せ
る
ま
ち

3 

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を

　

 

守
る
ま
ち

4 

時
代
に
即
し
た
信
頼
さ
れ
る

　

 

行
政
運
営
を
展
開
す
る
ま
ち

ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め

第
４
次
総
合
計
画
を
策
定

議
案
第
44
号　

第
４
次
海
南
市
総
合
計
画
の
策
定
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

互
に
異
動
し
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
再
編
、
統
廃

合
と
な
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
市
町
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
で
あ
る
が
、
管
理
者
、
副
管
理

者
の
話
で
は
今
後
の
将
来
的
な
展
望
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と

で
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問 

が
ん
検
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
約

２
倍
の
50
％
に
上
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

答 

現
在
、
受
診
勧
奨
や
検
診
費
用
の

自
己
負
担
の
無
償
化
等
に
よ
り
、

受
診
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

1
人
で
も
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
健
康
教
室
等
の
機
会
を

と
ら
え
、
市
民
へ
の
対
面
に
よ
る
受
診

勧
奨
、
広
報
誌
で
の
特
集
記
事
の
掲
載
、

か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
受
診
へ
の
働
き

か
け
な
ど
、
さ
ら
な
る
周
知
啓
発
に
加

え
、
実
施
医
療
機
関
が
少
な
い
子
宮
頸

が
ん
検
診
等
の
広
域
化
の
検
討
な
ど
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
参
り
た
い
。

問 
海
南
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
の

進
捗
は
26
年
か
け
て
30
・
１
％
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
４
次

総
合
計
画
で
は
、
令
和
11
年
度
の
目
標

値
を
60
・
７
％
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

数
値
の
算
出
根
拠
は
。
ま
た
、
い
つ
ご

ろ
完
成
す
る
見
込
み
な
の
か
。

答 
平
成
９
年
度
に
事
業
化
し
、
平
成

19
年
度
に
第
1
回
の
仮
換
地
指
定

を
行
い
、
令
和
２
年
度
の
第
３
回
仮
換

地
指
定
に
よ
り
事
業
地
内
す
べ
て
の
仮

換
地
指
定
を
済
ま
せ
て
い
る
。
最
終
の

仮
換
地
指
定
以
降
、
事
業
地
の
約
25
％

を
占
め
る
東
側
の
区
域
で
事
業
を
進
め

て
い
る
が
、
多
く
が
農
地
で
あ
り
、
建

物
の
移
転
を
伴
わ
な
い
こ
と
か
ら
こ
の

先
５
年
程
度
で
の
完
成
を
見
込
ん
で
い

る
。
ま
た
、
西
側
の
区
域
で
も
道
路
の

供
用
な
ど
一
定
の
進
捗
が
見
込
め
る
こ

と
か
ら
進
捗
率
60
・
７
％
を
掲
げ
た
。

完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
国
庫
交
付

金
の
動
向
や
、
移
転
補
償
に
か
か
っ
て

多
く
の
地
権
者
の
ご
協
力
も
必
要
な
た

め
、
具
体
的
な
完
成
の
時
期
を
明
言
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

可
能
な
限
り
早
期
の
完
成
を
目
指
し
て

い
く
。

問 

地
域
に
お
け
る
安
心
安
全
の
維
持

確
保
の
た
め
に
も
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
等
を
促
進
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
計
画

を
し
て
い
る
の
か
。

答 

現
在
、
市
が
管
理
し
、
施
設
の
外

部
を
確
認
で
き
る
カ
メ
ラ
は
48
施

設
、
合
計
109
台
で
あ
る
。
今
後
も
可
能

な
範
囲
で
地
区
の
意
向
に
お
答
え
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

問 
一
部
事
務
組
合
を
含
め
た
組
織
の

再
編
、
統
廃
合
を
進
め
る
と
計
画

に
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
考

え
て
い
る
の
か
。

答 

現
在
、
し
尿
処
理
場
と
や
す
ら
ぎ

園
、
野
上
厚
生
病
院
は
海
南
市
と

紀
美
野
町
で
、
五
色
台
斎
場
、
紀
の
海

ご
み
処
理
場
は
海
南
市
、
紀
美
野
町
、

紀
の
川
市
で
一
部
事
務
組
合
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
昨
年
か
ら
、

少
な
い
人
材
の
な
か
で
有
効
に
職
員
に

頑
張
っ
て
も
ら
う
た
め
、
し
尿
処
理
場

と
や
す
ら
ぎ
園
の
職
員
を
１
名
ず
つ
相

問 

地
域
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
、
人

の
繋
が
り
の
構
築
等
々
の
面
に
お

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
係
る
市
の
考
え
は
。

答 

ス
ポ
ー
ツ
は
身
心
の
健
全
な
発
達
、

健
康
及
び
体
力
の
保
持
増
進
だ
け

で
な
く
、
夢
と
感
動
を
与
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
人
と
人
と
の
交
流
等

を
促
進
し
、
地
域
の
一
体
感
や
活
力
を

醸
成
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
支
え
る
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
振
興
、
充
実
を
図
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今後５年間の目標と
して、賛成するべき点

が多いと考える。前回の計画をより
点検し、職員の中での協議を重視し
て、今後よりよい計画の策定に当
たっていただきたい。

（溝口　恵敬）

賛成討
論

総
合
計
画
に
つ
い
て
の



11 市議会だよりかいなん 83号

決
　
算

総
合
計
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議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会 ＨＣＵ（ハイケアユニット※）を半減へ （病床を150床から146床に）

議案第４８号　海南市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

問：ハイケアユニット病床を８床から４床に半減と
いうことであるが、昨年３月に、令和 6年度
から11年度までの計画である海南医療セン
ター経営強化プランが策定され、ここでは病
床数を維持するとされている。整合性が取れ
ていないのでは。

答：経営強化プランは、急性期機能を果たしてい
く方向性を踏まえ策定したもので、和歌山保
健医療圏における地域医療構想調整会議の承
認を得て公表した。このたび、病床数適正化
補助金の対象となったため、本年 8月の地域
医療構想調整会議で、議会の議決を条件に改
めて病床数変更の承認を得た。病床数は変更
するが、急性期機能を担ってゆく方針は変わ
らず、プラン策定時からの病院機能等の方向
転換や、地域の医療事情に大きな変化はなく、
整合性に問題はないと考えている。

問：海南医療センターは、紀美野町の方の急性期
の病床としての機能も担っていることから病
床数は、削減すべきではない。ハイケアユニッ
ト病床が４床使用された場合、これ以上入院
できないケースも出てくるのではないか。

答：仮に４床が満床でも、入院適用症例であれば、
一般病棟で対応するためご安心いただきたい。
また、医療体制の構築は、各医療圏で行うこ
とから、当地域の事情は説明していくが、医
療圏全体での協議、調整に従っていくことに
ついてご理解いただきたい。

こんな質疑がありました

問：部活動地域展開事業について、懇話会の設置ということであるが、懇話会はどのようなメン
バーで行うのか、またモデル事業を実施する時期はいつか。

答：懇話会のメンバーは、学識経験者、市の校長会、小・中学校の体育連盟の会長、海南市ス
ポーツ協会、市営スポーツ少年団の協議会、スポーツ推進委員、ゆうゆうスポーツ総合型スポー
ツクラブ、文化協会、美術家協会といった各関係者を想定している。モデル事業（合同練習）
については、本年度10月からの実施を目指して進めている。

問：部活動地域展開事業について、実際どのようなクラブ活
動を行うのか。

答：下津第一中学校、下津第二中学校は、すべての部活動
の人数が少なくなっている状況であるが、合同練習では、
陸上部、バスケットボール部、ソフトテニス部、卓球部
の４つの部活動をモデル事業として進めていく。

こんな質疑がありました

議案第５０号　令和７年度海南市一般会計補正予算（第４号）

部活動地域展開事業等の推進
（部活動推進事業）

207万円

※ハイケアユニット病床…重症度リスクが高い
患者に対応する病床で、ICU（集中治療室）
と一般病床の中間的役割を担う。看護師の配
置基準も一般病床より手厚く、専任の看護師
は、より高い専門性が求められる。
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発議第３号　核兵器禁止条約締約国会議への
オブザーバー参加を求める意見書（案）

発議第３号については全会一致で原案可決となりました。	 （発議者：溝口　恵敬）

核兵器は、民間人と兵士を区別なく大量に殺戮し、生き残った人々にも重篤な後遺症をもたらす恐る
べき非人道的兵器である。
史上初めて核兵器を違法化する核兵器禁止条約（以下「条約」という。）は、2021 年１月の発
効から４年を迎え、現在、条約の署名は９５か国、批准は７４の国・地域に広がっている。条約は、日
本の被爆者をはじめ、「核兵器のない世界」を求める多くの国・地域と市民社会が達成した画期的な
成果である。
しかし、唯一の戦争被爆国である日本は、本年３月にアメリカで開かれた第３回の核兵器禁止条約
締約国会議にオブザーバーとして参加せず、第１回から連続して不参加となった。政府においては、締
約国会議にオブザーバー参加を行い、核兵器廃絶のリーダーシップを取り、核兵器廃絶に向けての取
り組みを積極的に進めるよう強く要望する。（要旨）

発議とは、議員が議案を提出することで、９月定例会では１件が提出されました。発 議

賛成
賛成

○議案第４６号
性別による差別が問題になり社会全体の課題とされてきている中、
好ましい改正である。	 （溝口  恵敬）

○議案第４８号
急性期病床は紀美野町民のためのも
のでもあり、病床数を削減すれば、不

測の事態が発生し、市民の健康を守れない。
	 （溝口  恵敬）

海南医療センターは市民にとって大き
な存在であり、補助金がある時期に考

えていただけたことから賛成する。	 （東方  貴子）

賛成

賛成

反対

討
論

発
議
に
対
す
る

討
論

議
案
に
対
す
る

賛成

公明党は一貫して政府にオブザーバー参加を求め、核保有国と非保有国との
橋渡し役として貢献すべきと考えている。	 （中家　悦生）

日米同盟をもとに安全保障が図られている中では、批准には反対の立場である
が、核兵器廃絶の姿勢を示すため、オブザーバー参加には賛成である。

	 （米原　耕司）

共産党は平和をもとめ、一貫して核兵器廃絶をもとめてき
た。日本政府におかれては、一歩でも核廃絶に向けて動
いてもらいたいと考えている。	 （岡　義明）
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◎…全会一致で可決・認定　〇…賛成多数で可決・認定

9 月定例会
議案番号 議　　案 結果
議案第 44号 第４次海南市総合計画の策定 ◎

議案第 45号 海南市議会議員及び海南市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関する条例及び海南市議会
議員及び海南市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例の一部を改正する条例 ◎

議案第 46号 海南市印鑑条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 47号 海南市水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 48号 海南市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 〇
議案第 49号 海南市病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 ◎
議案第 50号 令和７年度海南市一般会計補正予算（第４号） ◎
議案第 51号 令和７年度海南市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ◎
議案第 52号 令和７年度海南市病院事業会計補正予算（第１号） ◎
議案第 53号 令和６年度海南市一般会計歳入歳出決算の認定 〇
議案第 54号 令和６年度海南市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇
議案第 55号 令和６年度海南市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 〇
議案第 56号 令和６年度海南市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 〇
議案第 57号 令和６年度海南市赤坂地区排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎
議案第 58号 令和６年度海南市つつじヶ丘地区排水処理事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎
議案第 59号 令和６年度海南市港湾施設事業特別会計歳入歳出決算の認定 ◎
議案第 60号 令和６年度海南市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 ◎
議案第 61号 令和６年度海南市病院事業会計決算の認定 ◎
議案第 62号 財産の取得 ◎
議案第 63号 財産の取得 ◎
発議第 3号 核兵器禁止条約締約国会議へのオブザーバー参加を求める意見書（案） ◎

議案第44号  関連記事9～10ページ　 議案第45号  公職選挙法施行令の改正に準じ、選挙運動用ビラ及び選挙運動用ポスターの作成の公営
に要する経費に係る限度額を、引き上げようとするもの　 議案第46号  多様性尊重などの社会的潮流や、印鑑登録証明書の証明内容等を勘案し、
印鑑登録原票の登録事項及び印鑑登録証明書の記載事項から、性別に関する事項を削除しようとするもの　 議案第47号  地方公務員の育児休
業等に関する法律の改正に伴い、水道企業職員が部分休業を取得する際の給与に関する所要の規定の整備を行うため、条例の改正をお願いするも
の　 議案第48号  関連記事11ページ　 議案第49号  地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、病院企業職員が部分休業を取得す
る際の給与に関する所要の規定の整備を行うため、条例の改正をお願いするもの　 議案第50号  総額713万４千円の増額補正 関連記事11ページ  
議案第51号  総額1,700万９千円の増額補正　 議案第52号  医療施設等経営強化緊急支援事業等による国・県補助金を受け入れるため増額補
正するもの　 議案第53～61号  関連記事4～7ページ　 議案第62号  消防ポンプ車の取得について議決をお願いするもの　 議案第63号  小型動
力ポンプ付軽積載車の取得について議決をお願いするもの　 発議第3号  関連記事12ページ

会派・議員名

 議案番号等

公明党
日本共産党	
海南市議会
議員団

無所属の会・日
本維新の会 市政クラブ 市民クラブ 自由

クラブ
結　
　

果
中
家  

悦
生

森
下  

貴
史

岡　

  

義
明

溝
口  

恵
敬

古
田  

充
司

熊
野  

愛
子

栗
本  

量
生

田
村  

秀
明

宮
本  

憲
治

川
崎  

一
樹

榊󠄀
原  

徳
昭

米
原  

耕
司

池
原  

弘
貴

杉
本  

博
美

橋
爪  

大
輔

川
口  

政
夫

東
方  

貴
子

議案第 48号 ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ 議長 ◯ ◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 53号 ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ 議長 ◯ ◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 54号 ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ 議長 ◯ ◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 55号 ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ 議長 ◯ ◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議案第 56号 ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ 議長 ◯ ◯ ◯ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■ 賛否の分かれた議案等 ○…賛成　×…反対
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

※ ◎の質問の概要を掲載しています。

８
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

８
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

答 

短
縮
授
業
導
入
に
際

し
、
保
護
者
か
ら
の

同
意
を
得
て
は
い
な
い
が
、

文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。

問 

こ
の
災
害
級
の
暑
さ

に
対
し
、
急
遽
夏
休

み
を
延
長
し
た
自
治
体
も

あ
る
と
聞
く
。
午
後
は
自

由
な
読
書
の
時
間
を
設
け

る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
は

で
き
な
い
の
か
。

答 

特
に
危
険
な
暑
さ
が

続
く
時
期
に
お
け
る

対
応
に
大
き
な
課
題
が
あ

る
と
教
育
委
員
会
も
認
識

し
て
い
る
。
教
育
課
程
の

編
成
等
、
引
き
続
き
、
研

究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問 

今
年
の
夏
は
災
害
級

の
暑
さ
の
中
、
小
学

校
で
長
期
休
業
の
あ
と
の

短
縮
授
業
が
多
か
っ
た
と

聞
く
。
短
縮
授
業
で
も
給

食
が
あ
り
、
助
か
っ
た
と

の
声
も
頂
く
が
、
給
食
後

す
ぐ
、
一
番
暑
い
最
中
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
に
心
配

の
声
を
聞
く
。
短
縮
授
業

の
状
況
は
。

答 

令
和
6
年
度
よ
り
小

学
校
で
は
、
長
期
休

業
の
前
後
一
週
間
程
度
、

生
活
リ
ズ
ム
の
調
整
、
学

校
生
活
へ
の
順
応
す
る
た

め
一
定
の
効
果
を
果
た
し

て
い
る
。

問 

暑
さ
対
策
は
。

答 

下
校
中
に
休
憩
や
水

分
を
と
る
よ
う
指
導
。

水
筒
に
水
を
入
れ
る
な
ど

工
夫
。
ま
た
、
日
傘
や
リ

ュ
ッ
ク
の
登
校
も
認
め
て

い
る
。

問 

保
護
者
へ
の
説
明
は
。

問 
本
市
に
お
け
る
過
去

３
年
間
の
観
光
客
数

と
宿
泊
客
数
の
推
移
は
。

答 

観
光
客
数
は
令
和
４

年
約
88
万
人
か
ら
６

年
約
135
万
人
。
宿
泊
客
数

は
令
和
４
年
約
２
千
人
か

ら
６
年
は
ホ
テ
ル
ル
ー

ト
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
海
南

駅
前
の
開
業
効
果
で
約

１
万
８
千
人
と
大
き
く
増

加
し
て
い
る
。

問 

本
市
は
様
々
な
地
域

資
源
に
恵
ま
れ
て
お

り
な
が
ら
全
国
的
な
認
知

度
は
決
し
て
高
く
な
い
の

が
実
情
だ
が
、
観
光
資
源

と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用

し
情
報
発
信
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
か
。

答 

体
験
型
観
光
と
し
て

フ
ル
ー
ツ
の
収
獲
体

験
や
、
紀
州
漆
器
の
蒔
絵

体
験
、
大
崎
地
区
で
の
サ

ッ
プ
体
験
等
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。
海
南

市
観
光
協
会
や
海
南
海
草

地
方
広
域
観
光
協
議
会
な

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全
般に対し、現在の状況や将来の方針等を質問したり、
提言することで、政策の見直しなども行われます。
９月定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

5　田村　秀明　（17ページ）
　◎第３次海南市総合計画にうたわれ

ている財政健全化について

6　溝口　恵敬　（17ページ）
　・避難所について
　◎避難場所について
　・蛍光灯製造中止への対応について
　・振り仮名訂正における情報格差に

ついて
　・地域公共交通について

7　橋爪　大輔　（18ページ）
　◎医師確保のための奨学金制度につ

いて

8　杉本　博美　（18ページ）
　◎子宮頸がんから女性を守るために

1　東方　貴子　（15ページ）　
　・カムチャツカ半島沖地震による警

報発令時の対応について
　・公共施設の喫煙場所について
　◎児童の下校時の暑さ対策について
　・下津図書館について

2　池原　弘貴　（15ページ）
　・マイナンバーカードの普及・利用

促進について
　◎観光振興について

3　岡　義明　（16ページ）
　・訪問介護報酬減額による介護事務

所の実態と支援について
　◎避難所となる学校体育館への空調

機の設置を再び求める

4　森下　貴史　（16ページ）
　・熱中症対策について
　◎火災対策について
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

●暑い時期の対応に課題、引き続き研究していく

●様々な事業所や各種団体と連携しながら取り組んでいく

答 

短
縮
授
業
導
入
に
際

し
、
保
護
者
か
ら
の

同
意
を
得
て
は
い
な
い
が
、

文
書
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。

問 

こ
の
災
害
級
の
暑
さ

に
対
し
、
急
遽
夏
休

み
を
延
長
し
た
自
治
体
も

あ
る
と
聞
く
。
午
後
は
自

由
な
読
書
の
時
間
を
設
け

る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
は

で
き
な
い
の
か
。

答 
特
に
危
険
な
暑
さ
が

続
く
時
期
に
お
け
る

対
応
に
大
き
な
課
題
が
あ

る
と
教
育
委
員
会
も
認
識

し
て
い
る
。
教
育
課
程
の

編
成
等
、
引
き
続
き
、
研

究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問 

今
年
の
夏
は
災
害
級

の
暑
さ
の
中
、
小
学

校
で
長
期
休
業
の
あ
と
の

短
縮
授
業
が
多
か
っ
た
と

聞
く
。
短
縮
授
業
で
も
給

食
が
あ
り
、
助
か
っ
た
と

の
声
も
頂
く
が
、
給
食
後

す
ぐ
、
一
番
暑
い
最
中
に

帰
っ
て
く
る
こ
と
に
心
配

の
声
を
聞
く
。
短
縮
授
業

の
状
況
は
。

答 
令
和
6
年
度
よ
り
小

学
校
で
は
、
長
期
休

業
の
前
後
一
週
間
程
度
、

生
活
リ
ズ
ム
の
調
整
、
学

校
生
活
へ
の
順
応
す
る
た

め
一
定
の
効
果
を
果
た
し

て
い
る
。

問 

暑
さ
対
策
は
。

答 

下
校
中
に
休
憩
や
水

分
を
と
る
よ
う
指
導
。

水
筒
に
水
を
入
れ
る
な
ど

工
夫
。
ま
た
、
日
傘
や
リ

ュ
ッ
ク
の
登
校
も
認
め
て

い
る
。

問 

保
護
者
へ
の
説
明
は
。

ど
と
連
携
し
、
大
阪
関
西

万
博
で
蒔
絵
や
棕
櫚
ブ
ラ

シ
の
製
作
体
験
ブ
ー
ス
を

設
け
、
万
博
公
式
サ
イ
ト

に
も
本
市
の
観
光
ツ
ア
ー

を
掲
載
し
た
。

問 

海
南
駅
か
ら
藤
白
神

社
や
熊
野
古
道
、
ま

た
黒
江
駅
か
ら
黒
江
の
町

並
み
に
向
け
た
案
内
看
板

は
設
置
か
ら
か
な
り
年
数

が
経
っ
て
分
か
り
づ
ら
く

な
っ
て
お
り
、
更
新
等
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答 

案
内
看
板
の
一
部
は

古
く
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
、
状
況
確
認

後
、
順
次
更
新
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問 

本
市
に
お
け
る
過
去

３
年
間
の
観
光
客
数

と
宿
泊
客
数
の
推
移
は
。

答 

観
光
客
数
は
令
和
４

年
約
88
万
人
か
ら
６

年
約
135
万
人
。
宿
泊
客
数

は
令
和
４
年
約
２
千
人
か

ら
６
年
は
ホ
テ
ル
ル
ー

ト
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
海
南

駅
前
の
開
業
効
果
で
約

１
万
８
千
人
と
大
き
く
増

加
し
て
い
る
。

問 

本
市
は
様
々
な
地
域

資
源
に
恵
ま
れ
て
お

り
な
が
ら
全
国
的
な
認
知

度
は
決
し
て
高
く
な
い
の

が
実
情
だ
が
、
観
光
資
源

と
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用

し
情
報
発
信
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
か
。

答 

体
験
型
観
光
と
し
て

フ
ル
ー
ツ
の
収
獲
体

験
や
、
紀
州
漆
器
の
蒔
絵

体
験
、
大
崎
地
区
で
の
サ

ッ
プ
体
験
等
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
。
海
南

市
観
光
協
会
や
海
南
海
草

地
方
広
域
観
光
協
議
会
な

黒江の町並み

東方  貴子

池原  弘貴

短縮授業中、熱い時間帯での下校、
問題では

観光資源をどのように活用し
情報発信をしていくのか

録画映像

録画映像
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

問 

第
３
次
総
合
計
画
に

は
既
存
事
業
の
見
直

し
や
縮
小
・
廃
止
、
適
切

な
施
設
配
置
の
実
現
が
謳

わ
れ
て
い
る
が
直
近
４
年

間
に
な
さ
れ
た
施
策
は
。

答 

職
員
、
任
用
職
員
を

減
員
し
、
敬
老
会
や

健
康
ま
つ
り
を
廃
止
し
、

巽
出
張
所
、
下
津
高
等
学

校
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、

児
童
会
館
等
を
除
却
し
た
。

問 

令
和
６
年
度
決
算
で

の
義
務
的
経
費
、
公

債
費
総
額
、
実
質
公
債
費

額
と
そ
の
比
率
は
ど
う
か
。

答 

義
務
的
経
費
は
約
128

億
円
、
比
率
は
48
・

５
％
で
あ
る
。
市
債
総
額

は
約
329
億
で
あ
る
が
交
付

税
算
入
額
を
除
い
た
実
質

的
な
負
担
額
は
約
98
億
円

で
あ
る
。

問 

義
務
的
経
費
48
・
5

％
の
残
り
が
投
資
的
、

裁
量
的
経
費
に
使
え
、
実

質
的
負
債
も
約
98
億
円
で

あ
り
数
値
は
及
第
点
と
考

え
る
。
し
か
し
、
当
局
は

問 
７
月
30
日
の
津
波
で
、

警
報
が
８
時
間
50
分

に
わ
た
っ
て
出
た
。
ど
こ

の
避
難
場
所
に
何
人
が
避

難
し
た
か
把
握
し
て
い
る

か
。

答 

把
握
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
。

問 

避
難
場
所
に
つ
い
て
、

誰
が
様
子
を
見
に
行

く
か
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答 

津
波
避
難
場
所
へ
の

配
備
等
、
割
当
て
等

は
行
っ
て
い
な
い
。

問 

あ
る
避
難
場
所
は
道

幅
１
メ
ー
ト
ル
も
な

い
ぐ
ら
い
の
山
道
で
あ
る
。

こ
こ
で
９
時
間
も
過
ご
す

の
は
た
い
へ
ん
で
あ
る
。

避
難
場
所
の
状
況
に
つ
い

て
把
握
す
る
必
要
は
な
い

と
市
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

現
状
は
状
況
を
把
握

す
る
手
順
・
方
法
が

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
何
ら

か
の
対
応
策
が
必
要
で
あ

る
。

問 

避
難
場
所
に
設
置
し

て
あ
る
表
示
板
に
緊

●有利な制度を活用し対応したい

●市に適した導入方策の検討を行う必要がある

会
と
し
て
は
、
児
童
・
生

徒
の
熱
中
症
リ
ス
ク
の
軽

減
と
あ
わ
せ
て
避
難
所
機

能
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
、
国
の
有
利
な
制
度
を

活
用
し
対
応
し
て
い
き
た

い
。

問 

体
育
館
は
、
災
害
時

に
多
く
の
被
災
者
が

一
時
的
に
生
活
す
る
拠
点

と
な
る
。
停
電
時
で
も
稼

働
で
き
る
Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
式
）
空
調
機
の

設
置
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答 
停
電
時
で
の
機
能
発

揮
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え

る
。

問 

災
害
発
生
後
、
避
難

所
と
な
る
体
育
館
に
、

空
調
機
が
設
置
さ
れ
る
ま

で
の
流
れ
は
ど
う
か
。
道

路
が
液
状
化
な
ど
で
通
行

不
能
な
事
態
は
想
定
し
て

い
る
の
か
。

答 
災
害
発
生
後
の
大
枠

と
し
て
、
市
が
必
要

な
数
量
把
握
を
し
、
協
定

締
結
企
業
等
と
調
整
し
、

指
定
場
所
ま
で
輸
送
を
依

頼
す
る
流
れ
で
あ
る
。
液

状
化
等
の
想
定
は
し
て
い

る
が
、
搬
入
路
確
保
等
の

個
別
具
体
的
な
対
応
策
ま

で
定
め
て
い
な
い
。

問 

津
波
避
難
所
と
な
る

学
校
体
育
館
に
、
有

利
な
国
の
「
空
調
設
備
整

備
臨
時
特
例
交
付
金
」
制

度
を
活
用
し
て
整
備
す
る

こ
と
を
求
め
た
い
。

答 

当
該「
特
例
交
付
金
」

は
、
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
る
学
校
体
育
館

に
空
調
設
備
を
整
備
す
る

場
合
、
市
の
負
担
は
実
質

25
％
と
な
る
。
教
育
委
員

問 

山
林
火
災
で
は
、
近

年
ド
ロ
ー
ン
、
Ａ
Ｉ

カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
・
早

期
発
見
体
制
が
各
地
で
導

入
さ
れ
始
め
て
い
る
。
新

技
術
を
活
用
し
た
山
林
火

災
対
策
の
可
能
性
、
既
存

の
消
防
力
と
連
携
さ
せ
た

運
用
方
法
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
い
る
か
。

答 

新
技
術
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
検
討
を
し

て
い
な
い
。
今
後
は
、
こ

れ
ら
の
事
例
を
注
視
し
、

他
地
域
で
の
導
入
状
況
や

効
果
、
運
用
コ
ス
ト
な
ど

の
情
報
を
収
集
し
、
本
市

に
適
し
た
導
入
方
策
の
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問 

高
齢
者
世
帯
や
山
間

部
で
の
災
害
リ
ス
ク

の
現
状
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
。

答 

高
齢
者
世
帯
で
は
、

住
宅
防
火
診
断
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

に
よ
る
火
災
リ
ス
ク
の
軽

減
、
山
間
部
で
の
火
災
で

は
、
消
防
団
と
連
携
し
、

一
刻
も
早
い
消
火
活
動
と

延
焼
拡
大
防
止
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問 

住
宅
火
災
警
報
器
の

設
置
状
況
、
点
検
体

制
、
そ
し
て
未
設
置
世
帯

へ
の
支
援
策
を
今
後
ど
の

よ
う
に
強
化
し
て
い
く
の

か
。

答 

設
置
率
は
75
％
と
な

っ
て
お
り
、
設
置
率

100
％
を
目
指
し
、
普
及
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

点
検
に
つ
い
て
は
、
広
報

に
努
め
、
設
置
困
難
な
方

に
は
、
依
頼
を
受
け
れ
ば

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

設
置
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

津波等の避難所となる大野小体育館

岡　  義明

森下  貴史

国の「空調設備整備臨時特例交付金」
制度を活用し整備を求める

ドローン・AIカメラによる監視・早期
発見体制を

録画映像②録画映像①
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

●事業の有効性や優先度、財源等を踏まえて判断している

●対応策が必要である

頻
繁
に
予
算
が
な
い
と
発

す
る
。
考
え
る
に
、
投
資

的
経
費
の
予
算
組
み
が
硬

直
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
不
公
平
な
金
の
使
い

方
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ

旧
態
依
然
と
し
た
予
算
編

成
、
成
果
の
無
い
事
業
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
、
適
切
な
事

業
仕
分
け
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
市
長
に
問
う
。

答 
事
務
事
業
ヒ
ア
リ
ン

グ
、
予
算
査
定
を
行

い
ま
た
、
市
民
、
担
当
職

員
の
考
え
、
意
見
を
大
切

に
し
て
施
策
や
事
業
の
有

効
性
、
優
先
度
、
財
源
等

も
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い

る
。
引
き
続
き
改
善
改
革

を
不
断
の
も
の
と
し
て
市

政
運
営
に
努
め
て
ゆ
く
。

問 

第
３
次
総
合
計
画
に

は
既
存
事
業
の
見
直

し
や
縮
小
・
廃
止
、
適
切

な
施
設
配
置
の
実
現
が
謳

わ
れ
て
い
る
が
直
近
４
年

間
に
な
さ
れ
た
施
策
は
。

答 
職
員
、
任
用
職
員
を

減
員
し
、
敬
老
会
や

健
康
ま
つ
り
を
廃
止
し
、

巽
出
張
所
、
下
津
高
等
学

校
、
幼
稚
園
、
児
童
館
、

児
童
会
館
等
を
除
却
し
た
。

問 
令
和
６
年
度
決
算
で

の
義
務
的
経
費
、
公

債
費
総
額
、
実
質
公
債
費

額
と
そ
の
比
率
は
ど
う
か
。

答 

義
務
的
経
費
は
約
128

億
円
、
比
率
は
48
・

５
％
で
あ
る
。
市
債
総
額

は
約
329
億
で
あ
る
が
交
付

税
算
入
額
を
除
い
た
実
質

的
な
負
担
額
は
約
98
億
円

で
あ
る
。

問 

義
務
的
経
費
48
・
5

％
の
残
り
が
投
資
的
、

裁
量
的
経
費
に
使
え
、
実

質
的
負
債
も
約
98
億
円
で

あ
り
数
値
は
及
第
点
と
考

え
る
。
し
か
し
、
当
局
は

急
時
の
避
難
先
を
書
い
て

お
く
の
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。
避
難
場
所
に
名
前

か
番
号
を
つ
け
る
こ
と
も

考
え
て
ほ
し
い
。

答 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
用
い
て
の
連
絡

確
認
は
、
有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
避

難
誘
導
看
板
へ
の
緊
急
連

絡
先
の
記
載
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問 

今
回
は
情
報
が
少
な

過
ぎ
た
。
全
市
民
へ

の
情
報
提
供
を
ど
う
す
る

つ
も
り
か
。

答 

ま
だ
ま
だ
不
十
分
な

点
も
あ
る
。
今
回
の

事
象
を
踏
ま
え
、
情
報
の

提
供
の
在
り
方
等
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

７
月
30
日
の
津
波
で
、

警
報
が
８
時
間
50
分

に
わ
た
っ
て
出
た
。
ど
こ

の
避
難
場
所
に
何
人
が
避

難
し
た
か
把
握
し
て
い
る

か
。

答 

把
握
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
。

問 

避
難
場
所
に
つ
い
て
、

誰
が
様
子
を
見
に
行

く
か
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答 

津
波
避
難
場
所
へ
の

配
備
等
、
割
当
て
等

は
行
っ
て
い
な
い
。

問 

あ
る
避
難
場
所
は
道

幅
１
メ
ー
ト
ル
も
な

い
ぐ
ら
い
の
山
道
で
あ
る
。

こ
こ
で
９
時
間
も
過
ご
す

の
は
た
い
へ
ん
で
あ
る
。

避
難
場
所
の
状
況
に
つ
い

て
把
握
す
る
必
要
は
な
い

と
市
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

現
状
は
状
況
を
把
握

す
る
手
順
・
方
法
が

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
何
ら

か
の
対
応
策
が
必
要
で
あ

る
。

問 
避
難
場
所
に
設
置
し

て
あ
る
表
示
板
に
緊

船尾の避難場所

田村  秀明

溝口  恵敬

令和3年の本市総合計画に謳った
健全な財政運営は推進されたか

避難場所の状況把握と情報提供を
どうするのか
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

●市独自の奨学金制度の調査・研究を進める

●医師会と協議を進めている

専
門
医
も
配
置
が
厳
し
い
。

さ
ら
に
今
年
度
減
員
と
な

っ
た
泌
尿
器
科
医
も
増
員

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問 

お
願
い
し
て
来
て
く

れ
る
の
を
待
つ
だ
け

で
な
く
、
自
分
た
ち
で
医

師
を
育
て
、
戻
っ
て
き
て

も
ら
う
仕
組
み
に
踏
み
出

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
海

南
市
単
独
が
難
し
け
れ
ば

紀
美
野
町
と
連
携
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
、
奨
学

金
制
度
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答 
医
療
体
制
の
状
況
や

医
師
配
置
の
兼
ね
合

い
等
の
課
題
を
整
理
し
、

県
の
制
度
や
先
行
自
治
体

の
事
例
な
ど
も
含
め
調

査
・
研
究
を
進
め
る
。

問 

市
内
で
分
娩
を
担
う

体
制
が
な
く
、
不
安

を
感
じ
る
声
を
聞
く
。
里

帰
り
出
産
を
断
念
し
た
と

い
う
声
や
、
夜
間
に
子
ど

も
の
調
子
が
悪
く
な
る
と

救
急
に
行
く
か
朝
ま
で
待

つ
か
迷
う
と
い
う
相
談
も

あ
る
。
医
師
の
配
置
は
県

立
医
大
に
よ
る
調
整
で
決

ま
り
、
市
か
ら
も
医
師
配

置
を
要
望
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
大
き
な
進
展

が
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

そ
ろ
そ
ろ
自
分
た
ち
で
医

師
を
育
て
る
、
そ
の
た
め

の
投
資
を
考
え
て
は
ど
う

か
。
医
師
に
な
り
た
い
と

い
う
志
が
あ
っ
て
も
、
お

金
の
問
題
で
進
学
を
あ
き

ら
め
て
い
る
子
ど
も
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
市
が

背
中
を
押
す
、
医
師
を
育

て
る
、
独
自
の
奨
学
金
制

度
を
提
案
す
る
。
ま
ず
、

海
南
医
療
セ
ン
タ
ー
で
不

足
す
る
診
療
科
は
何
科
か
。

答 

麻
酔
科
医
が
最
優
先

で
、
一
部
の
内
科
の

く
こ
と
で
検
診
の
習
慣
化

の
妨
げ
や
子
宮
内
疾
患
発

見
の
遅
れ
等
の
懸
念
、
後

者
は
、
医
師
に
よ
る
視
触

診
が
な
い
た
め
、
が
ん
以

外
の
子
宮
内
疾
患
発
見
の

機
会
の
喪
失
や
、
が
ん
検

診
を
受
診
し
た
と
の
誤
解

や
陰
性
結
果
の
安
心
感
で

未
受
診
に
つ
な
が
る
等
の

懸
念
が
あ
る
。
国
の
調
査

や
先
行
自
治
体
の
実
績
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

問 

男
性
の
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
の
周
知
は
ど
う
か
。

答 

国
の
審
議
会
に
お
い

て
定
期
接
種
化
を
協

議
中
で
も
あ
る
た
め
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情

報
提
供
を
検
討
す
る
。

問 

子
宮
頸
が
ん
か
ら
女

性
を
守
る
た
め
に
、

個
別
検
診
の
受
診
率
向
上

に
向
け
て
、
ま
ず
、
検
診

実
施
医
療
機
関
の
拡
大
を

お
願
い
し
た
い
。

答 

現
在
、
医
師
会
と
検

診
実
施
医
療
機
関
の

拡
大
等
の
協
議
を
進
め
て

い
る
。

問 

新
し
い
検
査
方
法
で

あ
る
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

単
独
法
」
や
「
自
己
採
取

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」
を
、
受
診

負
担
を
軽
減
す
る
と
し
て

採
用
し
て
い
る
自
治
体
も

多
い
。
導
入
に
つ
い
て
本

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答 

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独

法
」
は
、
陰
性
の
場

合
、
次
回
の
検
診
は
５
年

後
と
受
診
間
隔
が
延
長
さ

れ
る
こ
と
、「
自
己
採
取

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
」
は
、
自
身

で
検
体
を
採
取
で
き
る
と

い
う
手
軽
さ
で
、
ど
ち
ら

も
利
用
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
利
点
が
あ
る
一
方
、

前
者
は
、
受
診
間
隔
が
空

橋爪  大輔

杉本  博美

医師不足の不安解消へ奨学金制度の
新設を

子宮頸がん検診実施医療機関の
拡大を

録画映像

録画映像
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決
　
算

総
合
計
画

議
案
・
補
正

発
議
・
討
論

審
議
結
果

一
般
質
問

所
管
事
務
調
査

津
波
警
報
を
受
け
て

臨
時
会

ホームページでは、市議会の日程や議案などの情報
を掲載しています。また、会議録を閲覧いただけるほ
か、本会議の生中継や委員会の録画映像の配信（休日
を除き約10日後から）もありますので、ぜひご利用く
ださい。

市議会の定例会は年４回開催されますが、
11月定例会は11月27日（木）に開会する予定
です。

市議会では、市民の皆さまの生活に密着し
たさまざまな問題が審議されています。市政
を知る機会にもなりますので、ぜひ気軽に傍
聴にお越しください。

なお、日程は変更することがありますので、
傍聴を希望される場合や本会議の生中継をご
覧になる場合は、お手数ですが議会事務局ま
で日時をお問い合わせください。

市議会ホームページ

より良い紙面とするため、市議会だよりに関する
皆さま方のご意見等をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

11月定例会の予定

ＴＥＬ／０７３－４８３－８７００　ＦＡＸ／０７３－４８３－８７０３
Ｅメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/kakubusho/gikaijimukyoku/index.html

海南市議会事務局 〒642-8501 海南市南赤坂１１番地

Faｃeｂooｋ
二次元コード

ホームページ
二次元コード

■
教
育
厚
生
委
員
会

7
月
25
日
、
8
月
19
日

に
「
学
校
施
設
の
状
況
に

つ
い
て
」
調
査
し
ま
し
た
。

問 

プ
ー
ル
解
体
工
事

現
場
の
す
ぐ
そ
ば

に
、
学
校
が
危
険
個
所
と

し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
の
建

造
物
が
あ
っ
た
。
工
事
費

用
を
有
効
活
用
す
る
た
め

に
、
担
当
課
も
現
地
に
赴

き
、
周
辺
を
含
め
点
検
・

確
認
を
行
う
べ
き
。

答 

学
校
と
共
に
現
場
確

認
を
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
連
携
を
と
る

対
応
を
考
え
る
。

■
建
設
経
済
委
員
会

９
月
17
日
に
「
世
界
農

業
遺
産
に
つ
い
て
」
調
査

し
ま
し
た
。

問 
世
界
農
業
遺
産
を
生

か
し
た
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

答 
今
回
認
定
を
受
け
、

地
域
の
農
林
水
産
業
、

特
に
下
津
地
域
の
農
林
水

産
業
が
世
界
的
に
認
め
ら

れ
た
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
や
、
農
業
シ
ス
テ
ム

の
維
持
に
も
繋
が
り
、
世

界
的
に
も
知
名
度
は
上
が

っ
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る

な
か
で
、
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
が
高
ま
り
、
観

光
の
面
で
も
色
々
と
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
生
か
し
た
事
業

展
開
を
、
有
田
市
や
県
と

一
緒
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

■
総
務
委
員
会

９
月
17
日
に
「
海
南
市

民
防
災
公
園
の
災
害
時
の

役
割
に
つ
い
て
」
現
地
で

調
査
し
ま
し
た
。

建
設
中
の
市
民
防
災
公

園
「
海
南
ハ
レ
ア
メ
」
は
、

遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
、
体
験

等
を
楽
し
め
、
災
害
時
は
、

支
援
活
動
拠
点
や
応
急
仮

設
住
宅
の
建
設
場
所
に
な

る
。
調
査
で
は
、
予
定
の

機
能
や
配
置
、
そ
れ
ら
の

つ
な
が
り
等
を
確
認
し
た
。

所  

管  

事  

務  

調  

査

海南市民防災公園現地調査

校舎や施設等を現地視察
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紀の国アスリートクラブ矢田選手が表敬訪問
10月15日、宮本議長と森下副議長が、日清食品カップ第41回全国小学生陸上競技交流大会

和歌山県予選会においてコンバインドＡ種目※で優勝を収められた紀の国アスリートクラブ所
属の矢田千紗選手（写真左から3人目）の表敬訪問を受け激励しました。矢田選手は、11月３
日に日産スタジアム（横浜市）で開催される日清食品カップ第41回全国小学生陸上競技交流大
会に和歌山県代表として出場します。

※コンバインドＡ種目…80ｍハードルと走り高跳びの2種目の混成競技

10月12日、下津町の橘本
神社で、みかん祭が開催され、
宮本議長が出席しました。

橘本神社は、全国で唯一の
みかんの祖神社として、全国
の柑橘・果物・菓子業に関わ
る人々から厚い崇敬を受けて
おり、また、本年８月26日に
「有田・下津地域の石積み階
段園みかんシステム」が国際
連合食糧農業機関（FAO）か
ら世界農業遺産に認定されま
した。

橘本神社例大祭・みかん祭が開催
恒例の

餅投げでは大いに

賑わいました。


